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４．水位計設置事例 
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都市：Ａ 

 

＜水位計の設置状況＞ 

 

市内１１水再生センター・26 ポンプ場・15 雨水滞水池に水位計を設置しています。管き

ょにおいては雨水貯留管きょ及び流下型管きょの流末のポンプ場等の水位計と兼用で設置し

ている箇所が一部ありますが、一般的な流下型管きょに水位計を設置している箇所はありま

せん。 

 

１．設置場所 

水再生センター・ポンプ場：流入渠、ポンプ井、吐出槽、放流渠 

雨水滞水池：躯体内部 

 

２．設置数 

ポンプ井水位はバックアップを含む２箇所 

その他は１箇所 

 

３．水位計種類 

  投込圧力式液位計：流入渠 

  圧力式液位計  ：ポンプ井、吐出槽、雨水滞水池 

  超音波式    ：放流渠 

   

※上記１～３は標準であり、各機場の状況により異なる場合もあります。 
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都市：Ｂ 

 

＜水位計の設置状況＞ 

 

 

■ポンプ場 

 雨水ポンプ場１８箇所において水位を観測している 

 種  類：圧力式水位計 

 分 解 能：cm 単位 

 固着形式：投げ込み式 

 設置箇所：流入渠 or 沈砂池 or ポンプ井（施設による） 

 蓄積状況：施設により異なるが、概ね３年間 

 

■雨水滞水池 4 箇所において水位を観測している 

 種  類：圧力式水位計 

 分 解 能：cm 単位 

 固着形式：圧力式 

 設置箇所：滞水池等 

 蓄積状況：施設により異なるが、概ね３年間 

 

■貯留管９箇所において水位を観測している 

 種  類：圧力式水位計、電波式水位計など 

 分 解 能：cm 単位 

 固着形式：圧力式、電波式 

 設置箇所：貯留管等 

 蓄積状況：施設により異なる 
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都市：Ｃ 

 

＜水位計の設置状況＞ 

 

 

本市では、ポンプを設置している下水処理場 11 施設（１下水処理場を除く）、ポンプ場

の 56 施設のそれぞれに約 3～20 箇所程度、計約３00 箇所に水位計が設置されており、そ

のほとんどが現時点では、フロート式水位計となっている。（今後は更新に合わせて圧力式

水位計に変更予定） 

そのほか、下水道幹線内 15 箇所に圧力型水位計を設置しており、ポンプ運転の参考とし

ている。 

水位計測についてはｃｍ単位で、各水位データは連続測定しており、機場毎の遠方監視装

置に約 1 カ月程度蓄積している。 
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都市：Ｄ 

 

＜水位計の設置状況＞ 

 

○水位計の設置状況 

 管渠（貯留管含む）･･･０箇所 

 

 ポンプ場  ・流入渠（２箇所） 

       ・ポンプ井（２箇所） 

  

○水位計の種類 

 投込式（圧力式） 

 

○水位データの蓄積状況 

 各ポンプ場において，ＰＣで管理しており，秒単位であれば３日間保存，１０分単位で

あれば半年間保存できるが，保存期間を過ぎると，次のデータ保存のために随時削除さ

れ，データ上書きされている。 

×稼働中ポンプ場４５箇所＝１８０箇所 
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都市：Ｅ 

 

＜水位計の設置状況＞ 

 

 

■下水道管内 

下水道管内水位について４幹線計４箇所で水位を観測している 

種  類：圧力式 

分 解 能：ｃｍ単位 

固定形式：防波管内へ投げ込み 

設置箇所：人孔内壁取り付け 

蓄積状況：更新頻度（１回/日）、ピッチ（３分）、保存期間（５年） 

■終末処理場 

終末処理場１１箇所において水位を観測している 

分 解 能：ｃｍ単位 

種  類：施設により異なる（圧力式、パージ式、フロート式、電波式など） 

固定形式：施設により異なる（防波管投げ込み式など） 

設置箇所：流入渠及びポンプ井 

蓄積状況：施設や目的により異なる 

■ポンプ所 

雨水ポンプ所４０箇所において水位を観測している 

分 解 能：ｃｍ単位 

種  類：施設により異なる（圧力式、パージ式、フロート式、電波式など） 

固定形式：施設により異なる（防波管投げ込み式など） 

設置箇所：流入渠及びポンプ井 

蓄積状況：施設や目的により異なる 

■雨水貯留施設 

雨水調整池（流入管含む）８１箇所において水位を観測している 

種  類：圧力式 

分 解 能：ｃｍ単位 

固定形式：防波管内へ投げ込み 

設置箇所：人孔内壁取り付け 

蓄積状況：施設により異なる 

 

※上記箇所数については、水位計を設置している施設数であり、水位計の個数ではない。 
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都市：Ｆ 

 

＜水位計の設置状況＞ 

 

 

 

 

■下水道管内水位 

下水道管内水位について８幹線計 59 箇所で水位を観測している 

種  類：光ファイバー式水位計 

分 解 能：cm 単位 

設置箇所：人孔内壁取り付け（防波管あり） 

蓄積状況：幹線により異なるが、概ね 10 秒ピッチデータを 3 年間蓄積 

 

■ポンプ所 

雨水ポンプ所 46 箇所において水位を観測している 

種  類：投込圧力式水位計 

分 解 能：cm 単位 

設置箇所：沈砂池及びポンプ井 

蓄積状況：施設により異なる 

 

■雨水貯留施設 

調整池 14 箇所、雨水貯留管（暫定貯留を含む）16 箇所において水位を観測している 

種  類：投込圧力式水位計 

分 解 能：cm 単位 

設置箇所：貯留管内（及び返水先の下水道管内） 

蓄積状況：施設により異なるが、1 時間ピッチデータを概ね 1 年間蓄積 


